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気孔の開閉は“ジレンマ”

𝐽௪ =
టೞିట

ೞೝାೝ
=TR

蒸散による
葉内の水ポテンシャル（ψl）
の低下

根付近の
土壌中の水ポテンシャル（ψs）
との引っ張り合い

植物体内の水流・
根からの吸水（Jw）

の発生
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Ψleaf＝ Ψp＋ Ψo

水ポテンシャル：水が持っているエネルギーの指標
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Ψleaf＝ Ψp＋ Ψo

プレッシャーチャンバー法
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膨圧の消失

浸透調節

樹皮

髄 心材
木部

維管束形成層

辺材
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スギ ヤマザクラ クリ

仮道管 道管
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（Kumagai et al，2005. Agric. For Meteorol. 135; 110）
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（Kumagai et al，2008. Agric. For Meteorol. 148; 1444）
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1.0 m 2.0 m

通水性の喪失・気孔閉鎖
そして、両者のバランス

土壌（粒子）の模式図

様々な大きさの土粒子
様々な大きさの孔隙
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土壌（粒子）の模式図

飽和

毛管圧
飽和から不飽和へ

水はどこから抜けていく?
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不飽和:土が乾いていくと
土中の水移動速度は
どう変わる?

𝜑 = 𝜑௦௧
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土壌水分特性曲線と
飽和不飽和透水係数
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TR = 𝑔௦ 𝐻௦௧ 𝑇௦ − 𝐻௦ = 1.6𝑔௦

𝐷

𝑃

𝐴 = 𝑔௦ 𝐶 − 𝐶

Soil-Plant-Atmosphere Continuum (SPAC)

TR =
𝜓௦ − 𝜓

LAI 𝑟௦ + 𝑟
= 𝐽௪

(1)

(2)

(3)

(1)、(2)よりgsc消去でAnにまとめる。
これに、(3)を代入。

仮定:
ψlはψtl（通水性が低下し始めるψl ）より下がらない。

𝜓 = 𝜓௧

𝑟 =
1

𝐺௫

(5)

(6)

(4)の完成。

𝐽௪ =
టೞିటೝ

ೞೝ
= −𝐾

ௗట

ௗ௭
= 𝐾

టೞିటೝ

ೞೝ

を利用して rsr (7) を得る。

(5)、(6)、(7)を利用して(4)を整理。

Jwψr

𝐿௦ =
𝜋𝐿

RAI

𝐴 = 𝛾∗ 𝐶 − 𝐶

𝐴 = min 𝐴v, 𝐴j − 𝑅d

𝐿
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